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区
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十
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一
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十

三

H

と
こ
ろ
香
住
町
但
馬
梱
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セ
ン
タ
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弓
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億
と
、
閣
議
決
定
は
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
．

^
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1

0

8

員
版
町
み
ま
し
た
が
、
絃
に
水
朕
庁
予
ら
発
表
さ
れ
る
技
術
研
究
の
問

1

述

町

太

3
6
委
出
付

長
郎

庁

＾

羞

梢

6

6
集
刷
北
竹
か
の
沿
岸
漁
業
関
係
の
予
節
の
題
点
は
、
技
術
種
材
に
限
度
が

ー

組
在
、
ー
闘
紺
印
区
二
、
三
を
拾
っ
て
み
ま
す
と
、
漁
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
い
つ
ま
で
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太
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水
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肌
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三

E

業
近
代
化
予
卵
は
、
二
割
ア
ッ
も
、
続
け
る
事
の
因
難
性
は
常

漁

消

月

ー

―

一

了

同

新,
1

協

区

拓

EJ
兵

県
油三

2
d
業

祁

T

市
プ
で
決
定
し
、
新
期
構
想
の
浅
に
、
漁
業
者
自
か
ら
が
、
技
術

漁

兵

戸

ま

N

発

Inぷ

市

人

集

Tr
神
海
漁
場
造
成
十
ケ
年
計
画
事
業
の
改
良
は
な
さ
れ
て
い
る
し
、

声

一

瞑

岬

罰

紺

□□
日。
e

戸
且
圧
彗
[

こ
ろ
が
他
画
、
産
業
立
国
政
策
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
漁
協
肖

の
線
に
添
っ
て
か
、
全
国
の
海
年
ク
ラ
プ
の
性
格
は
、
漁
業
技

岸
線
に
及
ぶ
、
ベ
ル
ト
式
工
場
術
の
研
究
だ
け
で
な
い
事
、
勿

地
帯
の
造
成
が
進
め
ら
れ
、
た
論
で
あ
り
、
故
に
ク
ラ
プ
貝
自
一
本
釣
と
浅
海
漁
業
の
み
の

漁
村
青
壮
年
婦
人
グ
ル
ー
。
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論
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
現
実
合
事
業
の
研
究
、
ま
た
一
人
で
四
年
グ
ル
ー
プ
且
全
且
の
協
業

研

究

発

表

大

会

を

祝

し

て

戸

旦

は

＂

い
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託

iJJい
い

国
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[

い

戸
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ご

且

ti直
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す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
性
の
活
動
も
、
胄
年
ク
ラ
プ
事
長
、
会
計
担
当
者
を
グ
ル
ー
プ

県

漁

述

会

長

三

浦

消

太

郎

が

、

今

年

こ

そ

は

、

先

づ

何

よ

業

の

一

環

で

あ

る

と

信

じ

る

の

員

の

巾

か

ら

選

出

す

る

な

ど

、

り
も
さ
き
に
、
心
せ
ね
ば
な
ら
で
、
こ
れ
ら
の
慈
欲
の
向
上
の
全
て
自
主
的
に
行
な
わ
れ
、
漁

債
法
の
制
定
実
施
等
が
主
た
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
関
係
が
国
ぬ
事
は
、
あ
の
全
困
の
漁
民
の
た
め
に
、
講
油
会
や
、
座
談
会
具
漁
法
の
改
良
に
も
苦
心
を
重

希

望

と

夢

を

も

っ

て

煎

大

な

ニ

ュ

ー

ス

と

し

て

、

特

連

を

中

心

に

複

雑

徴

妙

と

な

総

意

と

与

論

の

力

で

勝

ち

取

っ

を

催

す

事

の

必

要

を

紙

ず

る

の

ね

て

き

た

。

た
、
漁
業
災
害
補
償
法
が
、
ま
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
諸
君
、
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
こ
の
よ

筆
大
術
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
り
、
世
界
的
成
年
日
本
国
の
牒

史
に
記
録
さ
れ
て
、
六
四
年
境
と
立
場
上
、
我
国
の
政
治
外
た
未
完
成
で
あ
る
事
、
た
め
に
今
後
は
、
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法

律

の

名

称

と

立

法

の

梢

神

に

業

を

選

ぶ

と

と

も

に

、

青

年

ク

研

究

一
層
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努
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を
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終

り

を
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げ
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荻

に

一

九
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交
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技
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研

究
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煎
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り
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新

春

を
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え

た

事

は

洵

る

や

に

考

え

る

の

で

あ

り

ま

立

脚

し

た

名

実

と

も

相

応

し

ラ

プ

本

来

の

使

命

の

達

成

を

期

切

活

し

め

に

よ

る

鮮

度

保

持

大
会
を
、
菩
に
開
催
す
る
に
当
ま
し
た
が
、
な
か
ん
づ
く
、
国
に
御
同
度
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。
ま
た
経
済
関
係
に
お
き
ま
た
、
完
全
な
漁
災
法
と
自
主
的
し
以
て
、
県
下
沿
岸
施
業
の
振
明
石
市
漁
業
青
年
連
合
会
の
研
究

り

ま

し

て

、
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係

各

位

に

於

か

際

的

に

は
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ッ
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フ

氏
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ず

年

頭

に

臨
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で

、

所

し

て

は

、

既

に

御

承

知

の

通

精

要

を

根

幹

基

調

と

し

て

、

速

典

と

漁

村

の

発

展

が

た

め

に

、

ゆ

網

起

し

の

技

術

改

良

に

よ

燐

-

探魚

れ
ま
し
て
は
、
年
始
早
々
定
め
の
突
如
と
し
た
追
放
と
、
中
共
一
望
し
た
い
こ
と
は
、
若
い
と
き
り
、
我
国
は
昨
年
来
、
開
放
経
み
や
か
に
、
し
か
も
立
派
に
仕
大
い
に
ハ
ッ
ス
ル
さ
れ
ん
事
余
部
は
、
定
骰
網
漁
架
に
大
こ
の
研
究
ク
ラ
プ
は
、
昭
和
る
労
力
節
減

な

ど

に

よ

り

、

問

源

点

を

次

る

用

々
と
解
決
し
て
き
た
。
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し
、
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か
と
御
多
忙
中
の
と
こ
の
原
煤
実
験
、
国
内
に
於
い
て
は
、
努
め
て
豊
か
な
希
望
と
拶
済
に
踏
み
切
り
厳
し
い
試
練
が
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
大
切
な
年
を
、
特
に
お
願
い
し
ま
し
て
、
き
く
依
存
し
て
い
る
地
区
で
、
三
十
年
結
成
以
来
、
こ
の
問
題

ろ
を
御
出
席
下
さ
い
ま
し
た
事
は
、
世
紀
の
祭
典
束
京
オ
リ
ン
を
抱
く
事
、
ま
た
胸
に
太
陽
、
今
尚
続
い
て
い
る
が
、
一
面
荘
で
あ
る
事
を
、
し
か
と
銘
記
せ
御
挨
拶
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。
定
閥
網
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業
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経
営
改
杵
が
大
に
と
り
く
み
、
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が
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界
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活
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餌
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、

良

い

意

味

で

の

の

な

り期

競
争
が
行
な
わ
れ
、
十
二
月
中

御
座
い
ま
す
。
昨
年
中
も
、
幾
に
い
た
っ
て
は
、
漁
業
災
害
補
姿
勢
が
、
も
っ
と
も
望
ま
し
い
一
厘
の
引
下
げ
等
の
数
事
実
が
手
自
止
牡
な
千

t価
~
心
九
t
fル
ー
。
フ
る
。

i

と
思
い
ま
す
。
さ
て
新
た
に
迎
あ
り
、
殊
に
佐
藤
首
相
は
、
年
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六
0
万

但

駆

地

IKiざ
ほ

｀

．

輿

翻

発

表

画
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戸

忙

い

旦

闘

[
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彗

li

実
績
発
表
の
概
要

llJ
と
い
う
好
成
績
を
あ
げ
、
今
の
終
っ
た
後
、
但
馬
水
産
研
究

ク
ラ
プ
連
合
会
の
伊
藤
会
長
が

後
の
発
展
を
期
し
て
努
力
し
て

い
る
。

＂
戦
後
既
に
二
十
年
、
終
戦
の
年
春
遠
か
ら
じ
と
、
至
極
楽
観
的

1

に

生

れ

た

子

供

は

、

今

や

二

十

な

、

言

辞

を

述

べ

ら

れ

て

い

る

内

海

地

区

大

会

ノ

リ

於

殖

に

対

す

る

自

郎

と

、

座

長

と

な

り

、
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外
出
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」
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長

オ

と

な

り

、

来

る

十

五

日

に

成

事

は

、

洵

に

結

構

で

あ

る

が

、

を

テ

ー

マ

と

し

た

討

議

が

活

発

に
行
な
わ
れ
た
。

と

き

昭

和

四

十

年

一

月

九

日

＿

oo心
が
高
ま
り
、
ま
た
、
各
グ

と

こ

ろ

神

戸

市

水

産

会

館

．
会
年
式
を
挙
げ
る
が
、
国
も
終
戦
た
だ
し
我
国
の
経
済
界
は
、
株

•
浦
を
機
と
し
て
、
生
れ
変
っ
て
二
価
の
上
げ
下
げ
は
別
と
し
て
、

三

十

年

、

立

派

な

成

年

日

本

国

と

一

般

蛾

気

の

動

向

は

、

成

程

最

参

会

者

百

名

な
っ
て
い
る
の
で
、
今
年
は
大
気
挽
圃
の
ム
ー
ド
の
き
ざ
し
は

る5

い

に

飛

蹄

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

打

慈

あ

る

が

、

さ

り

と

て

、

野

放

し

ノ

リ

挫

殖

協

業

化

の

経

緯

に

を
義
な
年
で
あ
る
と
、
侶
じ
る
の
の
楽
設
は
、
禁
物
で
あ
り
、
今
年
つ
心

T]

拶
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
国
際
的
に
も
上
期
中
に
多
事
で
あ
り
、
多

須
廂
洞
水
産
研
究
会

は
、
東
西
の
緊
張
は
梢
々
緩
一
難
で
あ
る
の
が
、
本
命
だ
と
考

挨

和
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
舞
え
ら
れ
、
た
め
に
我
漁
業
界
に
冬
季
の
閑
漁
期
対
策
と
し
し
か
し
、
く
じ
け
る
こ
と
な

の会開
合
が
廻
っ
て
、
中
共
と
ソ
連
の
＿
お
い
て
も
、
多
市
多
維
で
あ
る
て
、
昭
和
三
十
五
年
に
研
究
会
く
、
更
に
研
究
．
改
良
を
加
え

緊
張
の
再
燃
、
ア
メ
リ
カ
と
フ
事
、
勿
論
で
あ
り
、
故
に
こ
の
で
ノ
リ
の
試
験
発
殖
を
行
な
っ
る
と
共
に
、
従
来
、
研
究
会
一

ラ
ン
ス
の
対
立
が
目
立
っ
て
現
実
の
状
焚
に
即
し
た
強
力
な
た
。
そ
の
後
、
年
々
ひ
び
網
の
本
の
形
で
あ
っ
た
経
営
方
法

い
て
い
る
事
、
更
に
イ
ン
ド
ネ
施
策
が
、
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
枚
数
を
ふ
や
し
て
い
っ
た
が
失
を
、
昭
和
三
十
九
年
よ
り
五
グ

シ
ャ
が
困
迪
脱
退
を
発
表
し
て
り
ま
す
。
従
て
、
来
年
度
の
国
敗
の
述
続
で
、
「
や
め
て
し
ま
ル
ー
プ
に
分
け
て
行
な
う
こ
と

い
る
点
、
た
め
に
、
今
後
は
、
家
予
邸
は
、
三
兆
六
千
五
百
八
え
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
有
に
改
め
た
。

台
湾
、
中
共
、
ぃ
旧
ベ
ト
ナ
ム
、
十
位
、
財
政
投
融
斑
は
、
一
兆
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
グ
ル
ー
プ
且
に

つ
い
て
塩
屋
水
産
研
究
会
・

）

終

っ

た

が

、

研

究

と

改

良

を

重
ね
、
昭
和
三
十
八
年
に
や
っ
と

会
塩
屋
地
区
で
は
、
投
石
を
行

究

見
逝
し
が
つ
き
、
木
年
は
、
種

っ
て
も
埋
没
し
て
し
ま
う
た

研産
め
、
隣
の
垂
水
地
区
の
よ
う
に
糸
六
五

0
0
メ
ー
ト
ル
を
も
っ

水屈
天
然
ワ
カ
メ
が
発
生
し
な
い
の
て
本
格
的
な
促
殖
を
行
な
っ
て

頃
で
、
研
究
会
が
中
心
と
な
っ
い
る
。

て
、
ヤ
迂
殖
に
よ
る
ワ
カ
メ
を
生
（
注
）
以
上
本
年
の
発
表
概
要

産
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
を
お
知
ら
せ
し
た
が
、
詳

昭
和
三
十
四
年
よ
り
ワ
カ
メ
細
は
後
IJ
水
庶
課
普
及
係

捉
殖
を
始
め
、
当
初
は
失
敗
に
よ
り
別
冊
が
配
布
さ
れ
る

川畑君
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う
な
粍
党
を
行
な
っ
た

t珍
＿
ー
の
網
旅
業
と
し
て
漁
業
振
典

し
く
、
三
尾
地
区
に
お
け
る
唯
に
寄
与
し
て
い
る
。

ク

ラ

プ

の

歩

み

余
部
水
産
研
究
ク
ラ
プ

こ
の
連
合
会
は
、
昭
和
二
十
後
、
単
位
ク
ラ
プ
で
で
き
な
い

九
年
に
明
石
市
の
各
樵
協
の
青
事
業
を
連
合
会
で
行
な
う
こ
と

年
ク
ラ
プ
の
連
合
会
と
し
て
発
に
な
り
、
活
発
な
実
践
活
勁
を

足
し
、
当
初
は
、
横
の
連
絡
と
自
主
的
に
実
施
し
て
い
る
。

各
ク
ラ
プ
の
親
睦
を
は
か
る
こ
．
今
ま
で
に
実
施
し
て
き
た
主

と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
の
一
な
事
業
は
、
漁
村
ぃ
日
年
教
室
の

開
設
、
遠
洋
漁
業
出
漁
の
奨
励

（
南
氷
洋
捕
鯨
、
マ
グ
ロ
桶
業

へ
の
乗
組
み
な
ど
）
、
運
動
会

の
開
催
、
機
関
紙
「
悔
星
」
の

発
行
、
航
悔
迎
川
実
習
、
研
修

会
の
開
催
な
ど
で
あ
る
。

（三尾水産クラプ） 中村君

海上電機株式会社
＊ 社東京都千代田区神田錦町 1-19 電話東京 (291)2611-3• 8181-3 
神戸営業所神戸市生111区明石町32（明漏ビル） 電話 (3)2628 • 3701 (39) 2380 
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（
第
一
報
）

今
年
の
イ
カ
ナ
ゴ
漁
況
に
つ
い
て

4̀
J 

C
)
 

上
句
に
採
集
し
た
稚
仔
の
体
長
産
卵
域
は
、
廊
の
瀬
周
辺
を
最
り
、
今
ま
で
当
場
で
行
な
っ
て
R
例
年
よ
り
や
や
採
集
数
は
少
は
体
が
大
き
く
ふ
く
れ
る
よ
う

組
成
か
ら
、
産
卵
盛
期
は
昨
年
大
と
し
て
、
家
島
、
淡
路
南
き
た
採
集
ネ
ッ
ト
の
種
類
、
方
い
が
、
産
卯
盛
期
が
早
か
っ
に
な
っ
て
か
ら
皮
府
に
生
え
て

ヽ`
ノ2

．
十
二
月
中
旬
後
半
か
ら
十
二
月
部
、
淡
路
東
部
の
四
海
域
に
大
法
が
少
し
変
っ
た
が
、
六
日

i

た
の
で
、
成
長
し
た
も
の
い
る
た
く
さ
ん
の
と
げ
と
の
共

（

下

旬

だ

っ

た

と

推

定

さ

れ

る

。

別

さ

れ

る

が

、

以

上

の

産

卵

絃

八

日

の

播

磨

灘

、

大

阪

湾

で

の

の

、

割

合

が

大

い

。

同

の

は

た

ら

き

で

生

じ

た

も

の

互

に

浮

上

し

た

稚

仔

が

、

い

か

に

採

集

結

果

は

図

表

（

第

三

図

）

③

播

磨

灘

中

南

部

、

大

阪

湾

北

だ

。

だ

か

ら

、

と

げ

が

な

く

な

6

広
く
散
ら
ば
る
か
に
よ
っ
て
当
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
観
測
東
部
の
も
の
は
明
石
海
峡
周
っ
て
も
腹
だ
け
ふ
く
ら
ま
し
て

果
で
は
む
し
ろ
産
卵
期
の
海
況
二
し
三
年
焦
は
産
卵
を
終
え
る

才
魚
の
好
、
不
漁
が
決
定
さ
れ
結
果
で
は
辺
の
も
の
よ
り
成
長
し
た
も
い
る
ふ
ぐ
は
こ
の
自
衛
手
段
か

が
大
き
な
要
因
（
好
・
不
派
の
ま
で
大
半
が
餌
を
摂
っ
て
い
な

1

・
一
①
現
在
の
海
況
は
ど
う

行

る

。

①

今

年

に

入

っ

て

孵

化

し

始

め

の

で

、

拡

散

初

期

の

状

態

が

ら

の

退

化

を

あ

ら

わ

し

て

い

る

カ

）

と

な

っ

て

い

る

よ

う

で

あ

い

。

し

か

も

一

年

焦

の

方

が

産

LsI

発

つ
ま
り
、
悔
が
い
か
に
ッ
ケ
て
い
る
が
ま
だ
拡
散
の
範
囲
う
か
が
わ
れ
る
。
と
い
う
わ
け
で
す
。

日

昨

年

荘

ま

で

は

暖

冬

気

味

だ

る

。

卵

す

る

の

が

早

く

、

産

卵

後

の

る
か
に
よ
っ
て
い
る
。

y
ケ
る
が
狭
い
。
（
一
月
八
日
以
後
④
他
梅
域
（
播
窮
雅
西
部
）
か
こ
の
解
答
は
内
田
恵
太
郎
著

因
っ
た
が
、
年
が
変
っ
て
去
る
一
最
近
八
カ
年
の
親
魚
の
組
成
摂
餌
は
急
に
活
溌
と
な
る
か
ら
ー

の

8
 

も
の
も
稚
仔
の
大
半
が
孵
化
し
、
の
季
節
風
で
は
相
当
拡
が
っ
ら
の
添
加
群
は
ま
だ
語
め
ら

11
稚
焦
を
求
め
て
II

（
岩
波
新

｝
月
八
日
に
来
腺
し
た
寒
波
は
か
は
表
の
通
り
だ
が
、

0
印
の
一
一
一
自
ら
産
ん
だ
稚
仔
が
産
卵
域
か

3

ー

た

か

な

り

成

長

し

て

か

ら

で

は

遅

た

校

様

）

れ

な

い

。

（

浜

田

）

ヤ

●

）

を

参

考

に

し

ま

し

た

。

（

な
り
厳
し
く
、
大
阪
湾
、
播
磨
＋
六
年
は
豊
焦
の
年
で
年
令
組
ら
充
分
散
ら
ば
っ
て
い
な
い
と

経

年

を

す

ぎ

る

。

丁

度

孵

化

し

始

め

た

し

お

み

）

〇
灘
の
水
温
は
急
速
に
下
降
し
、
成
で
は
二
対
八
と
二

i
三
年
魚
き
に
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
は
餌
料
の

3

4
 

頃

（

一

月

上

旬

し

中

旬

）

に

ツ

注

・

（

神

戸

市

立

須

磨

水

族

館

和
ほ
ぼ
例
年
水
温
に
達
し
た
校
様
が
多
く
、
△
印
の
三
七
、
三
九
選
択
性
が
強
い
（
主
に
動
物
プ
|
—
夏

昭

で

あ

る

。

年

は

不

漁

の

年

で

一

年

魚

の

割

ラ

ン

ク

ト

ン

）

の

で

、

親

子

と

呵

2

0

8

0

5

ヶ
心
の
が
よ
く
、
二

i
三

月

で

c

ふ

が

‘i昆
な

ぜ

発

行

「

う

み

と

水

族

」

か

ら

引

は

不

適

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

用

。

な

お

同

誌

御

希

望

の

方

は

今

月

の

誤

測

は

、

寒

波

来

襲

合

が

大

で

あ

っ

た

。

さ

て

今

年

も

に

餌

料

を

競

い

合

っ

と

と

も

ー

と

ふ

く

れ

る

の

で

し

ょ

う

か

嬰

紺

集

部

ま

で

。

1

部

20

5

1

9

魚

年
今
年
は
現
時
点
（
一
月
中
旬
）

郵

j
J
/
/
0
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《いつも漁場に一番のり》〈ディーゼルの稔合メーカー・クポタ〉
主機用4-380馬力／補機用8~1,000馬力
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